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研究成果の概要（和文）：3Dカメラを利用して，医療コミュニケーション教育時の非言語行動を数値化し，質的
分析である会話分析と統合分析できるシステムを開発した。研修歯科医と模擬患者の会話，身体の動きおよび表
情を分析し，言語・非言語コミュニケーションの関係を定量的に明らかにすることを目指した。Microsoftの
Kinectセンサー用開発プログラムを用いて，センサーからのデータを会話分析ソフトELANへ転送し解析すること
ができた。このシステムにより研修歯科医と模擬患者の相互作用に注目し、両者のうなずきの角度の相関につい
て検討した。その結果、高評価群の角度の相互相関関数の最大絶対値は低評価グループより小さい傾向があっ
た。

研究成果の概要（英文）：We developed integrated analyzing system of conversation analysis and 
nonverbal behavior analysis in medical communication education by 3D camera. we intended to clarify 
the relation between verbal and nonverbal communication by analyzing conversation, movement, and 
face emotion of dental trainee and simulated patient(SP). We used developing program of Kinect 
sensor of Microsoft to transfer sensor data to conversation analyzing software ELAN. Using this 
system, we focused on the movement interaction between dental trainee and SP and examined the 
correlation of their nodding angles. As a result, we observed low peak height of cross-correlation 
function of nodding angle in trainers’ good score group.

研究分野：歯科医学教育学

キーワード： 非言語コミュニケーション　言語・非言語統合分析　医療コミュニケーション　教育支援　3Dセンサー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで非常に高価な装置を用い、被験者に負担を強いていた分析研究が、本方法を用いることにより安価で負
担の少ない装置で情報量が飛躍的に広がり、会話に伴う動作、表情の変化を定量化することによりコミュニケー
ション能力をより客観的、多面的に調査することができ、客観的な指標に基づくフィードバックを行うことでよ
り有効な教育が可能になる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景（本研究課題の申請時における背景・動機） 
(1) 患者中心の医療を教育するためには医療コミュニケーションが重要である。医療訴訟の７割
はコミュニケーションの不全が原因と言われ医学教育のモデルコアカリキュラムやコンピテン
スには医療コミュニケーションが最重要とされているが、その評価は指導医による態度評価や
印象評価が主として行われてきた。その方法は、会話分析や談話分析による質的分析が行われて
きたが、教育の為の評価には客観性の確保が問題になる。 
医学教育の分野でも医療面接中の医学生の非言語コミュニケーションが指導医や患者による
評価に大きく影響する事から非言語コミュニケーションを調査する研究が行われるようになっ
ている(①)。 
ところが、非言語行動の測定解析の為には、身体動作データの収録のために被験者の体に多く
のかさばる三次元センサーやマーカーを取り付ける必要があった(②)。これまではコミュニケー
ションの非言語的な面を含む全容を明らかにするためには、被験者に多くの負担を与え、高価な
装置が必要であった。 
(2) 研究代表者は、医用三次元画像処理の研究を行ってきた。近年より歯科医学教育分野への応
用として、安価な３Ｄカメラを医療者教育に利用する方法を検討・提案してきた。３Ｄカメラは
被験者の体にセンサーやマーカーを取り付ける必要はなく、被験者への影響はビデオカメラの
撮影と同様で、自然な動作が可能である。 
本研究は、この言語・非言語コミュニケーションを分析統合するシステムを用いて、非言語コ
ミュニケーションを定量化して、統合された評価システムを開発構築して医療コミュニケーシ
ョン教育を支援することである。医療面接での非言語コミュニケーションが面接評価に影響す
る項目を調査し、これらを統合分析するシステムを作成し、医療面接評価と面接者へのフィード
バックの一助とする。 
本研究が成果を上げることにより、これまで非常に高価な装置を用い、被験者に負担を強いて
いた分析研究が、本方法を用いることにより安価で負担の少ない装置で情報量が飛躍的に広が
り、会話に伴う動作、表情の変化を定量化することによりコミュニケーション能力をより客観的、
多面的に調査することができ、客観的な指標に基づくフィードバックを行うことでより有効な
教育が可能になる。 
 
２．研究の目的（本研究課題の申請時における当初の研究目的） 
(1) 3Dカメラを利用して，医療コミュニケーション教育時の非言語コミュニケーション行動を 
数値化し，質的分析である会話分析と統合分析できるシステムを開発する。 
(2) 医療コミュニケーション教育時の医療者と模擬患者の会話－身体の動き－表情を分析し，言
語・非言語コミュニケーションの関係を定量的に明らかにすることを目指す。 
(3) 医療コミュニケーションの教員や模擬患者による評価に関連した言語・非言語行動を抽出し，
訓練者にフィードバックすることにより医療コミュニケーション教育をさらに充実させる。 
 
３．研究の方法（本研究課題の研究方法について，具体的内容） 
(1) Microsoftの Kinectセンサー用開発プログラム Kinect for Windows SDKを用いて，Kinectセン
サーから出力される被験者の骨格の三次元位置情報，および顔面の表情パラメータなどの非言
語コミュニケーション情報を時系列データとしてエクセルなどで処理可能な CSV形式で出力す
るソフトウェアを開発した。次に，ELAN にある CSV 形式の時系列データを入出力する機能を
利用して，Kinectセンサーからの時系列データをELANシステムに転送した。これらによりELAN
上で Kinectから得られたデータをグラフ表示させた。 
(2) ELAN 上で会話分析による会話・動作・表情の言語コミュニケーションと非言語コミュニケ
ーションを同時に表示して統合分析するシステムを開発し，これらのコミュニケーションのど
れが医療面接での指導歯科医や模擬患者の評価に影響するかを調査した。 
対象として歯学部学生，研修歯科医，および指導歯科医の医療面接演習を撮影，データ収集し，
本システムによる統合的解析を行った。各対象での医療面接の指導歯科医による評価と本シス
テムによる統合的解析の結果について言語・非言語コミュニケーションの両面から分析・検討し
た。 
(3) 医療面接演習の本システムによる統合解析法と指導医による評価に基づく面接者へのフィ
ードバックを行い，その教育方法について検討することで，歯学部学生や研修歯科医にこれらの
点について指導し，歯学教育に応用していく。 
 
４．研究成果（本研究課題の成果について，研究の主な成果，得られた成果の国内外における位
置づけとインパクト，今後の展望など。当初予期しない事象により得られた新しい知見） 
(1) 顔面の表情パラメータ等の非言語コミュニケーション情報を時系列データとしてエクセル
等で処理可能な CSV 形式で出力するソフトウェアを開発した。次に、ELAN にある CSV 形式
の時系列データを入出力する機能を利用して、Kinect センサーからの時系列データを ELAN シ
ステムに転送した。これらにより ELAN 上で Kinect から得られた骨格の三次元的位置や表情パ
ラメータの数値をグラフ表示させた。 
(2) ELAN 上で会話分析による会話・動作・表情の言語コミュニケーションと非言語コミュニケ
ーションを同時に表示して統合分析するシステムを開発し、これらのコミュニケーションのど



れが医療面接での指導歯科医や模擬患者の評価に影響するか調査した。 
対象として歯学部学生、研修歯科医、及び指導歯科医の医療面接演習を撮影、データ収集し、
本システムによる統合的解析を行った。各対象での医療面接の指導歯科医による評価と本シス
テムによる統合的解析の結果について言語・非言語コミュニケーションの両面から分析、検討し
た。特に、面接者と模擬患者の相互作用に注目し、両者のうなずきの角度の相関について検討し
た。研修歯科医の OSCEの医療面接中で、言語・非言語コミュニケーションデータを 5分間の試
験時間で取得した。医療面接中の面接者と患者の頭部と頸部の角度を Kinect で計測し面接者と
患者の角度の相互相関関数を計算した。研修歯科医は指導歯科医の評価に基づき 3 グループに
分割した。それぞれのグループの研修歯科医と SP の角度の相互相関関数の最大値を比較した。 
 その結果、高評価群の角度の相互相関関数の最大絶対値は低評価グループより小さい傾向が
あった。結果から示唆されることとして、高評価グループの研修歯科医はしばしば SPを向いて
SPと話す傾向があった。一方、低評価グループの研修歯科医は SPの動きに追随する傾向があっ
た。 

    

面接者と模擬患者のうなずきの角度の計測  高評価のうなずき角度の相互相関は小さい傾向 
(Association for Medical Education in Europe (AMEE) Conference, 26th August 2019, Wien, Austria.) 
 
(3) 歯学部学生、研修歯科医、及び指導歯科医の医療面接演習を撮影、データ収集し、本システ
ムによる統合的解析を行った。各対象での医療面接の指導歯科医による評価と本システムによ
る統合的解析の結果について言語・非言語コミュニケーションの両面から分析、検討した。特に、
面接演習時の研修歯科医の顔の回転角度と表情パラメータを計測した。研修歯科医は最初に模
擬患者を対象に一回目の演習を行い，その直後に指導者とともに振り返り，フィードバックを行
った後，再度二回目の面接演習を行った。一回目と二回目の演習で顔の回転角度と表情パラメー
タの変化を解析した。その結果，一回目に対して二回目で，いくつかの表情パラメータの変動係
数の変化から表情の硬さが取れ，より活発に動いていることが示唆された。このように行動変化
が生じたことを数値化できた。 
 
Table 医療面接演習時の顔面の回転角度と表情パラメータの１回目から２回目の変化 
28 例中有意に増加または減少した研修歯科医の人数を示す．t 検定および F 検定により検定
(p<0.05). 
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Upper Lip 
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⑤AU1 
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⑦AU3 
Brow 

Lowerer 

⑧AU4 
Lip Corner 
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⑨AU5 
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Brow 
Raiser 

平均値の 
増加 

6  
(21%) 

10  
(35%) 

13  
(46%) 

13  
(46%) 

11  
(39%) 

14  
(50%) 

5  
(17%) 

15  
(53%) 

10  
(35%) 

平均値の 
減少 

17  
(60%) 

16  
(57%) 

13  
(46%) 

12  
(42%) 

12  
(42%) 

9  
(32%) 

19  
(67%) 

7  
(25%) 

15  
(53%) 

変動係数の 
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11  
(39%) 

7  
(25%) 

6  
(21%) 

16  
(57%) 

17  
(60%) 

9  
(32%) 

14  
(50%) 

14  
(50%) 

17  
(60%) 

変動係数の 
減少 

12  
(42%) 

12  
(42%) 

17  
(60%) 

8  
(28%) 

8  
(28%) 

15  
(53%) 

9  
(32%) 

8  
(28%) 

7  
(25%) 

（名）  
 
<引用文献> 
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ションにおけるジェスチヤ分析の支援、社会言語科学 2012，15・1，38-56． 
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